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武 田 時 昌
は じ め に
侍存する算術書によって中国数学の理論的な讃展を概観すれば,2つのピークを形成し
ているように思われる｡最も高くそびえる峰は,13世紀中頃に著された秦九番の 『教書九





































租沖之の前には, ｢(園周率の)新率を設けたが,過不足なく数を増減して (原文 ｢折




















































































































東 方 .畢 報 ′t
まず,確かV>劉教法であると思われる前者を議論したい｡問23･2年:25は,囲錐形 (周





































































































































































































比べると, ｢方一尺｣ ｢深一尺｣の ｢一尺｣が ｢尺｣に, ｢幕一百六十二寸｣が ｢幕百六
十二寸｣になっているが,内容的な差異はない｡商功章の注樺では,さらに,鋼斜の底部
にある斗銘 (1斗の量器の銘文)を掲載し,升 ･合 ･食の量器にも銘文が皆な同様の銘文
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東 方 畢 報
表3 粗沖之の圃周率算定 (園程-1丈-100000000(1/lo恋))

















































































































a2n-S4n/nrに,醍沖之の求めた歯周率 (正確に言えば S4n) の上阪,下限である盈数,
胴数を代入して, 内接正 2m角形の1遠の範囲を逆算すると, 蓑 5になる｡蓑 4の数値
が表5の範囲内に入っていなければ,甑沖之の結果は得られないO両者の比較によって,
正 2n角形の1遠が範国内に入るnの最小値は,n-6144,すなわち正12288角形の1連
表4 三角関数による算定 表5 租沖之の囲周率からの逆算































































































































索社,1975)がある),李健 『中算史論叢』 (科学出版私 1955),鏡資環壬編 『中国数学史』 (料
学出版社,1964,1981重版,なお邦芳書に川原秀城諾 『中国教学史』 (みすず書見 1990)があ
る),中国科学院自然科学史研究所編 『鏡賛環科挙史論文選集』 (科挙出版社,1983),園周率の歴
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史に関しては,卒山諦 『改訂新版 園周率の歴史』 (大阪教育囲書,1980)を大いに参照したO
(2)使用したテキストは,鏡賛環校鮎 『算経十書』 (中華書局,1963)に収められているものを用い
る｡また,郭書春主編 『中国科学技術典籍通嚢』教学巻1(河南教育出版社,1993)所収の 『九章


























界尺に換算すると1.0471尺 (1尺4分7産 1竃)になる (1÷0.9550=弓1.0471)｡律暦志では,貌尺

















(9)以下の園周率の定義についての議論は,楠菓隆徳 ･林隆夫 ･矢野道雄 『インド数学研究』 (僅星
社厚生関,1997)第4葦の論考に大いに依壕している｡





(1B 組糎之の開立回術については,鏡賛環 『中国数学史』第2編,第3葦86-90貢 (邦講書94-97
貫)参照｡
(1分 割鳳術の算定法及びその囲解については,鏡賓環 『中国数学史』第2編,第3葺65-69京 (邦講
書72-75貢)の論考に依壕している｡
(13)正96角形の分割までの数値計算は,李漬 『九章算術細革圏説』に詳しい注解があるOただし,そ
れから以降の計算は具鰻的に示さず,正1536角形の1連が4090.612582忽になる,それから正3072
角形の面積を計算すると314.1590462976年方寸になるという結果だけを記載している｡ これは,
a15862-16733111.3としたものであるが,筆者の計算とは食い違っている｡桁数を1桁繰り下げた
計算すれば,その値が得られるが,有数桁数の取り方とともにそれまでの李淳風注の計算とは甑酷
を来す｡
(14)四庫全書本では,いずれも ｢淳風等按,依密率薦横--｣に改まっている｡ただし,｢臣｣｢謹｣
の2字が省かれているのは,同書の他所の李淳風注も同じである｡
姻 鏡賓環校鮎本では,空白はない.四庫全書本では,｢此術意謂｣以下が文頭にきて,その前文と
倒置されている｡
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